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論文内容の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

論文審査の結果の要旨 

 
本研究は、ジアセチレンモノマーが結晶内で熱や光の作用を受けて重合反応が進行して生成したポリジアセチレ

ン化合物における電導性増大等の機能向上を目指した研究である。その目的を達成するために、側鎖にアクセプタ

ー性置換基を有するジアセチレン誘導体を合成し、その分子配列を解明した。この化合物の物性測定を行ったとこ

ろ、光誘起電荷移動が起こることを明らかにした。さらにこの化合物では重合反応が進行することがつきとめられ

た。 

次に、さらなる電導性の向上をはかるため、２分子のジアセチレン部位をフェニレンジアミン骨格で架橋したジ

アセチレン誘導体を合成した。この誘導体では、重合反応に伴う結晶格子の歪みが緩和されることを見出した。ま

た熱重合反応では、生成したポリマーの伝導度が、ヨウ素ドープにより、これまで報告されているポリジアセチレ

ンの最高値を超える値が観測された。本結果は、従来の１次元型からはしご型へと拡張したことにより、電導経路

の確保、バンドキャップの縮小、フェニレンジアミン骨格への連結等による酸化電位の低下によると思われる。 

学位論文審査委員会は、以上の研究成果は博士論文として十分な水準にあると判断した。なお、学位論文は、こ

れまでの審査過程における指摘を念頭に改訂し、その題目も予備審査における指摘（旧論文題目：Development of 

Novel Polydiacetylene Syayems）に基づいて改訂した。 

 

最終試験の結果の要旨 

 
 平成 24 年 2 月 8 日に公聴会を開催し、全審査員出席のもとに学位申請者に対し、論文内容およびこれに関する事項

について試問を行い、最終試験とした。申請者は、やや分野の異なる研究者からの質問に対しても適切に応答を行った

といえる。本公聴会の問答をふまえて修正等を行い、学位論文を完成することとなった。この結果を受けて、学位審査

委員会は同日に最終判定会議を開催し、全員一致で最終試験を「合格」と判定した。 

 

  


